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〇介護技術の根拠となる人体の構造や機能に関する知識を習得し、安全な介護サービスの提供方法等

　 を理解し、基礎的な」一部または全介助等の介護が実施できる。

〇尊厳を保持し、その人の自立及び自律を尊重し、持てる力を発揮してもらいながら、その人の在宅・

　 地域等での生活を支える介護技術や知識を習得する。

修了時の評価ポイント修了時の評価ポイント修了時の評価ポイント修了時の評価ポイント

①主だった状態像の高齢者の生活の様子をイメージでき、要介護度等に応じた在宅・施設等それぞれの場面に

　 おける高齢者の生活について列挙できる。

②要介護度や健康状態の変化に沿った基本的な介護技術の原則（方法、留意点、その根拠等）について概説でき、

　 生活の中の介護予防、および介護予防プログラムによる機能低下の予防の考え方や方法を列挙できる。

③利用者の身体の状況に合わせた介護、環境整備についてポイントを列挙できる。

④人の記憶の構造や意欲等を支援と結びつけて概説できる。

⑤人体の構造や機能が列挙でき、何故行動が起こるのかを概説できる。

⑥家事援助の機能と基本原則について列挙できる。

⑦装うことや整容の意義について解説でき、指示や根拠に基づいて部分的な介護を行うことができる。

⑧体位返還と移動・移乗の意味と関連する用具・機器や様々な車いす、杖などの基本的使用方法を概説でき、体位

　 変換と移動・移乗に関するからだのしくみが理解され、指示に基づいて介助を行うことができる。

⑨食事の意味と食事を取り巻く環境整備の方法が列挙でき、食事に関するからだのしくみが理解され、指示に基づい

　 て介助を行うことができる。

⑩入浴や清潔の意味と入浴を取り巻く環境整備や入浴に関連した用具を列挙でき、入浴に関するからだのしくみが

　 理解され、指示に基づいて介助を行うことができる。

⑪排泄の意味と排泄を取り巻く環境整備や関連した用具を列挙でき、排泄に関するからだのしくみが理解され、指示

　 に基づいて介助を行うことができる。

⑫睡眠の意味と睡眠を取り巻く環境整備や関連した用具を列挙でき、睡眠に関するからだのしくみが理解され、指示

　 に基づいて介助を行うことができる。

⑬ターミナルケアの考え方、対応のしかた・留意点、本人・家族への説明と了解、介護職の役割や他の職種との連携

　（ボランティアを含む）について、列挙できる。

指導の視点指導の視点指導の視点指導の視点

〇介護実践に必要なこころとからだのしくみの基礎的な知識を介護の流れを示しまがら、視聴覚教材や模型を使って

　 理解させ、具体的な身体の各部の名称や機能等が列挙できるように促す。

〇サービスの提供例の紹介等を活用し、利用者にとっての生活の充足を提供し、かつ不満足を感じさせない技術が

　 必要となることへの理解を促す。

〇例えば「食事の介護技術」は「食事という生活の支援」と捉え、その生活を支える技術の根拠を身近に理解できる

　 ように促す。さらに、その利用者が満足する食事が提供したいと思う意欲を引き出す。他の生活場面でも同様と

　 する。

〇「死」に向かう生の充実と尊厳ある死について考えることができるように、身辺な素材からの気づきを促す。
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